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＜問合せ先＞ 
 公益財団法人東京都環境公社 

  東京都環境科学研究所 広報担当 

  Tel ０３－３６９９－１３３１ 
  Fax ０３－３６９９－１３４５ 
  ホームページ 
   http://www.tokyokankyo.jp/kankyoken/ 

公開研究発表会 
東京都環境科学研究所 

平成２４年度 

入場無料 先着受付 400名 

 独立行政法人 国立環境研究所  資源循環・廃棄物研究センター　国際資源循環研究室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13:25-14:15　  室 長      寺園　淳

電気電子機器には有害物質や有用金属が含まれており、適切な回収・リサイクルが期待されます。しかし、
家電リサイクル法などの各種制度による回収以外に、都市ごみへの混入や、不用品回収業者によって回収され
るものもあります。講演では、国内での電気電子機器のフローと、中古品や金属スクラップとして輸出される
現状と課題について報告します。
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                       　            　     14:15-14:40　調査研究科  　  山﨑　実

都内で廃棄される小型電子機器や家電製品などの中にはレアメタル（レアアース）などの有用な資源が含ま
れています。これらは都市鉱山と言われていますが、その量は都道府県の中でも最大規模だと考えられていま
す。今回、都内の不燃ごみ中の小型電子機器等や清掃工場で処理される可燃ごみ中に含まれるレアメタル等の
量の推定結果について報告します。
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                       　            　     14:40-15:05　調査研究科   　 石井　裕一

陸と海の接点である河川の河口域は、淡水と海水が混じり合う特異的な場所です。ここには豊かで複雑な生
態系が形成されています。今回は、都内を流れる多摩川や荒川などの河口域に生息する水生生物、その中でも
底生動物と呼ばれる水底に生息する生き物について、種と量の豊富さ、その多様性について紹介します。
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                          　　              15:15-15:40　分析研究科 　　 森　育子

当研究所で行っている国との共同研究のひとつである「メガシティにおけるPM2.5黄砂と人為汚染物質によ
る複合汚染の化学的特徴の解明」では、モンゴルの首都ウランバートルにおいて、深刻な大気汚染改善のため
の調査研究を行っています。種々の化学物質に関する調査の内容及び結果の一部を報告します。

                           　        　     15:40-16:05　調査研究科　　　齊藤　伸治

  自動車から排出される大気汚染物質の量は、 大型の機械に車を据え付けて調査するのが一般的です。今回、
トンネル内で窒素酸化物や揮発性有機化合物などの大気汚染物質の濃度を測定し、実際に走行している自動車
からの排出量を推定しました。過去の調査結果等と比較し、大気汚染物質の低減の実態について報告します。

                              　    　       16:05-16:30　調査研究科   　 松本　太

近年、夏季における熱中症が増加しており、その一因としてヒートアイランドに象徴される都市の高温化が
挙げられています。ここでは東京における最近のヒートアイランドの実態と熱中症の発生状況、さらには、そ
れらの関連性等について、現在までの研究結果を中心に紹介します。

　自動車から排出される大気汚染物質の低減の実態

  都市ごみに含まれる希少金属等の推定量

ポスター発表                           　　 　16:30-17:00 （受付ホール）

　都内河口域における水生生物の多様性

プ ロ グ ラ ム

　ヒートアイランドと熱中症

　国との共同研究：冬季ウランバートルのPM2.5の実態調査

                 電気電子機器の回収・リサイクルとその課題

開会挨拶　　　　　　  　  　    　 　      　  　　  東京都環境科学研究所 所長　    柿沼　潤一

　　　　　　　　　　　　　　　　　休　　憩　　 15:05-15:15

ポスター発表　                           　    13:00-13:20 （受付ホール）

特別講演


